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認知症サポーター養成講座受講したよ!!認知症サポーター養成講座受講したよ!!
令和6年度令和6年度 養成講座の内容など

詳しくは4面へ！
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　昨今「超少子高齢・人口減少社会」「人生100年時代」といわれ、急速に少子高齢社会が進み本格的な人口減少社会を迎える中、これ
まで世代を超えてお互いに支え合ってきた地域のつながりも希薄化し、地域に暮らす高齢者や障がい者、生活困窮者への支援や災害
時要援護者への対応、貧困問題など地域が抱えるニーズや課題が複雑化・多様化しています。
　また、長期化した新型コロナウィルス感染拡大以降、生活課題は以前に増して多様化・複雑化しており、これまでの枠組みでは対応が
困難な課題等に対して多職種分野との幅広い連携による対応と支援が求められています。
　国においては、地域共生社会の実現に向けて地域住民の支援ニーズに対応するため、包括的支援体制の整備のほか、生活困窮者への
支援、障がい者支援等を推進することとしています。
　このような情勢を踏まえ本会は、地域福祉を推進する中核団体として、関係機関や団体及び17地区社会福祉協議会と連携し、持続可
能な地域社会の創造に向けて地域の困り事の問題解決に向けた取り組みについても、「第4期上天草市地域福祉計画・地域福祉活動
計画」を基に「住み慣れた地域で安心して暮らせる支え合いのまち 上天草」の実現に向けた取り組みをより一層推進してまいります。

⑴第４期上天草市地域福祉活動計画の着実な実践と評価
　①小地域ネットワーク活動の充実と未設立地域へのアプローチを行う。
　②17地区において地域座談会を開催し、住民と共に地域の生活課題の解決に向け取り組む。
　③地域福祉向上を図る為、住民のニーズと声を反映した事業を展開する。
　④市と協働して、事業の取組の進捗状況の把握と活動計画の評価を行う。
⑵市及び県社協の委託事業を受託し地域福祉活動を推進する。
⑶本会の経営基盤の強化。
⑷広報活動（ホームページ・あおぞら・つうしん等）の充実を図る。
⑸地域福祉の拠点となる老人福祉センターの指定管理を受託し、各種の福祉事業に取り組む。
⑹地域福祉活動の活性化に向け、地域福祉に携わる人材の育成を推進する。
⑺介護保険事業（居宅介護）のサービスの質の向上を高め増収を図る。

令和7年度 上天草市社会福祉協議会 事業計画、予算

令和7年度 一般会計収入支出予算  ２０３,８８２,０００円

1. 基本方針

2. 重点目標
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登
立
地
区
社
協
（
会
長
・
野
中
亀
三
郎
）
で
は
9
月

30
日
㈪
と
2
月
26
日
㈬
に
男
の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
延
べ
40
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
も
と
賑

わ
い
な
が
ら
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
で
す
が
、
9
月
は
生
姜

焼
き
を
2
月
は
カ
レ
ー
で
し
た
。
ど
れ
も
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
食
事
で
皆
さ
ん
大
満
足
さ
れ
て
い
ま
し

た
。「
家
で
は
こ
ん
な
量
食
べ
な
い
よ
」「
み
ん
な
で
作
っ

て
食
べ
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
お
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
は
さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
地
区
社
協
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
！

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ま
た
、
皆
さ
ん
と
笑
顔
で

お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

上
地
区
社
協
（
会
長
・
愛
甲
俊
夫
）
で
は
、
3
月
22

日
㈯
大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
福
祉
講
演

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
上
天
草
市
役
所
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
の

甲
﨑
智
絵
氏
に
『
人
生
会
議
』
と
『
わ
た
し
の
ノ
ー
ト
』

と
題
し
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
生
の
最
終
段
階
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
か
を

前
も
っ
て
考
え
、
周
囲
の
信
頼
す
る
方
々
と
話
し
合
い
、

共
有
し
て
お
く
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
、
自
分
が
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
や
望
み
、
ど
ん
な
医
療
や
ケ
ア
を
望

ん
で
い
る
の
か
、
考
え
直
す
、
行
動
す
る
良
い
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
生
会
議
劇
場
の
寸
劇
（
D
V
D
）
に
は
、

馴
染
み
の
ド
ク
タ
ー
等
も
出
演
さ
れ
て
お
り
、
会
場
は

一
瞬
で
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
、
皆
さ
ん
に
っ
こ
り

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　令和７年３月７日㈮に龍ヶ岳中学校卒業生へ大道地区社協は卒業記念樹を、高戸地区社協は赤飯と
卒業記念品をそれぞれに贈呈されました。今年も卒業生や保護者の皆様に大変喜んで頂けたと思いま
す。新しい門出に地区社協役員の皆様も心からお祝いされていました。
　卒業生の皆さま、保護者の皆さま、改めてご卒業おめでとうございます！

地区社協だより地区社協だより

〜『
上
地
区
福
祉
講
演
会
』に
82
人
参
加
〜

上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

〜
男
の
料
理
教
室
開
催
〜

登
立
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

～龍ヶ岳中学校卒業生へ記念品贈呈～ 大
道
・
高
戸
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

9月のメニューは
生姜焼き

2月のメニューは
カレー
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みんな一人一人として関わる
ことが大切だと感じた。

認知症の人には、怒るのではなく、やさし
く接してあげたいと思いました。
一番認知症の人（本人）がたいへんなの
で、サポートしていきたいと思いました。

認知症サポーター
養成講座

昨年度もたくさんの団体が受講されました!
令和6年度受講人数：653人

今年度も受講団体を募集しています!

今津小学校今津小学校

阿村小学校阿村小学校

上小学校上小学校

中北小学校中北小学校

中南小学校中南小学校

維和小学校維和小学校

登立小学校登立小学校姫戸町住民姫戸町住民

龍ヶ岳町住民龍ヶ岳町住民
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市
民
の
融
和
・
健
康
増
進
及
び
「
共
同
募
金
」
へ
の
理
解
、

協
力
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
各
地
区
社
協
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
行
動
力
と
笑
顔
に
こ
ち
ら
も
元
気
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
募
金
箱
へ
の
ご
協
力
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

※
樋
合
永
浦
地
区
社
協
で
は
ゲ
ー
ム
大
会
を
開
催

14地区社協開催
総勢740名

教良木河内地区社協教良木河内地区社協

合津地区社協合津地区社協

中地区社協中地区社協

上地区社協上地区社協 登立地区社協登立地区社協

姫浦地区社協姫浦地区社協

大道地区社協大道地区社協

二間戸地区社協二間戸地区社協

今泉地区社協今泉地区社協

永目地区社協永目地区社協

牟田地区社協牟田地区社協

維和地区社協維和地区社協

樋合永浦地区社協樋合永浦地区社協

阿村地区社協阿村地区社協

赤い羽根共同募金杯グラウンドゴルフ大会
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3
月
16
日
㈰
に
、
大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
て
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
交
流
会
「
ゲ
ー
ム
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
16
名
の
参
加
が
あ
り
、
輪
投
げ
と
ス

ロ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
行
い

ま
し
た
。
点
数
が
入
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
っ

て
み
な
さ
ん
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
の
後
は
ビ
ン
ゴ
大
会
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
お
土
産
の
景
品
を
も
ら
わ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
ゲ

ー
ム
も
ビ
ン
ゴ

大
会
も
大
盛
り

上
が
り
で
、
笑

顔
が
溢
れ
る
交

流
会
に
な
り
ま

し
た
。

上天草市社会福祉協議会では、11月18日～22日にエコキャップ回収を行いました。
たくさんのご協力ありがとうございました。ご協力いただいた学校、施設は、以下
の通りです。

●いずみ保育園　●教良木小学校　●一般の方々
※回収場所は、大矢野老人福祉センター、姫戸老人福祉センター、大道老人福祉センター
　社会福祉協議会本所の4か所です。

第2回エコキャップ回収の報告

上天草市ファミリー・サポート・センターのご案内上天草市ファミリー・サポート・センターのご案内

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
！
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令和6年12月11日～令和7年3月10日受付まで　（敬称は略させていただきます）

上天草市社会福祉協議会へ、次の方々から社会福祉に役立てて欲しいと、心温まる寄付をいただきました。
皆様のご厚意に対しまして深く感謝申し上げますと共に、故人のご冥福をお祈り申し上げます。

濵﨑　繁成　祐　司　大矢野町
田中　紫穂　福田正炳　大矢野町
上谷　眞司　桃　代　大矢野町
藤本　末安　マツ子　大矢野町
渡辺喜美子　泰　弘　大矢野町
小林　正悟　幸　代　大矢野町
森元　博和　貞　子　大矢野町
中嶋　孝治　和　子　大矢野町
尾石　弘幸　アサ子　大矢野町
鈴島　一信　典　子　大矢野町
多田　　浩　フジエ　大矢野町
栗本　裕一　裕　子　大矢野町
竹川　雄一　雅　子　大矢野町
藤川　光弘　直　人　大矢野町
河上　律子　利　行　大矢野町
塩田　博之　トミ子　大矢野町
早稲田富馨　千代子　大矢野町
河上　俊一　テル子　大矢野町
山口　　修　ツヨコ　大矢野町
山中　征美　征　子　大矢野町
五反　重美　ヨシノ　大矢野町
山本　真美　光　吉　大矢野町
満田　英子　小崎節子　大矢野町
渡邊　秀喜　豊　子　大矢野町
財津　貴司　健　二　大矢野町
島田　勝治　ヒサノ　大矢野町
園　　清次　セツヱ　大矢野町
丸山　　緑　愛　子　大矢野町
渡辺　一德　ヤスコ　大矢野町

増田　幸子　テルノ　大矢野町
髙口　智子　陽　一　大矢野町
山本　良介　スエ子　大矢野町
荒川　広志　志げ子　大矢野町
毛利　　茂　昭　子　大矢野町
木村　光利　眞理子　大矢野町
濱﨑　健巳　福　枝　大矢野町
松下千鶴子　千代子　大矢野町
宮本　健一　　茂　　大矢野町
二宮　松美　常　男　大矢野町
藤川　勝利　カズ子　大矢野町
濱田　祐二　ミドリ　大矢野町
山中　達也　ヒデ子　松 島 町
鈴来　　渡　峯　勝　松 島 町
岡部好之進　清　三　松 島 町
田﨑　公則　沙美子　松 島 町
源　　義通　ミチヨ　松 島 町
松本　幹子　誠　二　松 島 町
岩本　美保　原田ミチヲ　松 島 町
西本　信廣　ミサヲ　松 島 町
松本　美樹　池田エミ子　松 島 町
其川　幸孝　照　子　松 島 町
吉村　輪子　幸　子　松 島 町
吉野ゆみ子　一　正　松 島 町
水本関太郎　まさみ　松 島 町
前田　穂積　津代子　姫 戸 町
汐口　和政　エミ子　姫 戸 町
寺中　静一　輝　子　姫 戸 町
前田スギエ　泰　英　姫 戸 町

緒方　雅文　タツエ　龍ヶ岳町
松本　久徳　久　子　龍ヶ岳町
迫田　鈴子　　剛　　龍ヶ岳町
山園　　亮　ツギエ　龍ヶ岳町
大山　鞠子　江川ハルミ　龍ヶ岳町
岩本眞知子　イツ子　龍ヶ岳町
福岡勝五郎　久　野　龍ヶ岳町
木下　　修　スミエ　龍ヶ岳町
東川美佐子　堀川シゲ子　龍ヶ岳町
森田　志保　山中スヤノ　龍ヶ岳町
木場　素之　惠　子　龍ヶ岳町
木場　和子　捷　治　龍ヶ岳町
溝脇　健一　フミコ　龍ヶ岳町
松本　花子　幸　義　龍ヶ岳町
川端　勝夫　輝　夫　龍ヶ岳町
平本　雅義　マサエ　龍ヶ岳町
坂部　貞年　マチ子　龍ヶ岳町
中山　　一　サチ子　熊 本 市
黒木　千枝　金子喜義　天 草 市
松浦　信雄　光　雄　千 葉 県
森内　武裕　丈　信　熊 本 市
太田　愛日　松本潤子　静 岡 県
森　大二郎　ミツコ　熊 本 市

アジアンプロレスリング
㈱ミタカ　　　　　　天 草 市
カラオケ愛唱会 寺本豊志　姫 戸 町

寄附者名 物故者名 町　名寄附者名 物故者名 町　名
香典返し寄附
寄附者名 物故者名 町　名

篤志寄附
寄附者名 町　名

【お詫びと訂正】
社協だより「あおぞら」令和7年1月号において、本来で
あればお名前を掲載すべき、寄付者様の記載漏れがあり
ました。また、3月19日熊日掲載分において、会社名に
誤りがありました。誠に申し訳ありませんでした。
深くお詫び申し上げますとともに訂正させていただきま
す。
　　 【寄付者様】姫戸町地区　竹中歯科医院
　　　熊日掲載  【正】㈱隆勢　【誤】㈱龍勢
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5
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8
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42

8,233

戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
学 校 募 金
職 域 募 金
イベント募金
個 人 募 金
その他の募金
合　　計

5,288,332
106,208

2,292,410
75,566
236,357
169,249
68,954
249,564

8,486,640

種　　別 金　 額件　数 赤
い
羽
根
共
同
募
金 

令
和
６
年
度
最
終
報
告

あおぞらの記事を読んで、クイズに答えて応募して
いただくとプレゼントが当たります♪

問題 令和6年度の認知症サポーター養成講座の
受講人数をお答えください。

【今回のプレゼント】
下記のお店で使える￥1,000分のお買い物券を4名様に！
　①大矢野町上　　寝装のいわい
　②松島町合津　　本多クリーニング
　③姫戸町二間戸　村上商店
　④龍ヶ岳町樋島　松岡醤油店

【応募方法】
ハガキ又は、FAXにて郵便番号、氏名、年齢、住所、電話番号、クイズ
の答えを書いて下記の宛先までご郵送ください。社協に対するご意
見などもお寄せください。【〆切】4月末日（消印有効）

【宛先】〒861-6102 上天草市松島町合津 3433-52
　　　上天草市社会福祉協議会 宛　FAX 0969-56-2613

いずれか
対象店舗のお買い物券が

当たります♪

プレゼントが当たる！プレゼントが当たる！
あおぞら読者クイズ！

善意のご紹介



8社協だより 4月発行

　3月10日に大矢野老人福祉センターで第19回おたっしゃ会を開催しました。
今回は今までのおたっしゃ会の振り返りと今後の方向性について考えました。
いつまでも住み慣れた地域で健康で元気に暮らしていけるようにおたっしゃ会
の皆様のお力をお借りして、今後もおたっしゃ会を行っていきたいと思ってお
ります。

　令和7年1月31日㈮に大道老人福祉センターにて『第1回 龍ヶ岳町
のお買い物支援について』の意見交換会を県の支援を受け、開催い
たしました。龍ヶ岳町の事業者、地区社協代表、龍ヶ岳町民児協代
表など8名の方々に参加していただき、これからの龍ヶ岳町における
買い物支援について協議いたしました。
　事業者としてのご意見、地域住民目線からのご意見など様々な角
度から、このテーマについて建設的な協議をおこなうことができま
した。今後もこのテーマに沿って協議を進めていきたいと思ってい
ます。より良い龍ヶ岳町になるよう、寄り添った活動をしていきた
いと思います！

　上天草市ひとり親家庭の会（会長・津留和子）で
は、3月22日㈯に松島アロマサブアリーナにて
「ハートフルボッチャ交流会」を行いました。パラ
リンピックで話題となったボッチャを子ども達に体
験してもらうことと、障がい者施設の方々と一緒に
楽しみながら交流を深め合うことを目的に行いま
した。
　当日は、22人の会員と上天草市のNPO法人どん
ぐり村、グリーンライフのみなさん合わせて15人の
方々に参加していただきました。まずはボッチャの
ルールなどをグリーンライフ代表の高橋 健様より
レクチャーと指導をしていただきました。
　その後、会員と施設の方々とチーム対抗戦を行
い、大変盛り上がりました。

地域住民目線で
より良い
龍ヶ岳町に龍ヶ岳町協議体発足!!龍ヶ岳町協議体発足!!

生活支援体制整備事業

生活支援コーディネーターREPORT
第19回おたっしゃ会開催

みんなで協力して
昔のように活気
ある地域になります

ように！！

みなさんのお知恵で
よりよい地域づくりを

目指します!!

大矢野町

ハートフルボッチャ交流会
ひとり親事業


